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Epitome 
In caelo formatae sunt duae societates: societas scilicet bonorum angelorum et societas malorum 
angelorum. Quae， societatem in hoc mundo dividendo， e伍ciuntcorpus Christi mysticum et corpus 
diaboli mysticum: societatem scilicet spiritualem， quae， gratiam accipiendo， sequitur Christum， eteam， 
quae， gratiam negando， sequitur diabolum. Quas inter duas socie句tesvidetur proelium incessabile. 
Sed hoc proelium procedit ad unum certissimum五nem，id est， discretionem duarum societatum 
perfectam in judicio novissimo. Haec est epitom巴 operisAugustini， DE CIVITATE DEI. 
Fons， a quo Augustinus deduxit hanc duarum societ品tumdiscretionem， est Caput Primum Libri 
Genesis. Quod bene tradit nobis opus ejus， DE GENESI AD LITTERAM. Creatura spiritualis， 
quae significatur nomin巴 ((caelum))(Gen. 1， 1)， erat instabilis et tenebrosa ante vocationem Dei. Quam 
conditionem弘山antemsignificat nomen ((aquae)) (Gen. 1， 2). Talem creaturam spir山 alemvocat Deus 
ad se， dicendo ((Fiat lux). Accep匂 hacvocatione， ali angeli， quorum voluntas stabilitur dd Deum， 
五untsancti angeli; negata autem hac vocatione， ali angeli ab eo quod accepturi erant cadunt巴t五unt



















「創世記」第 1章1節から第2章2節にいたる 6日間の創造のわざと， r集会書」の「永遠に生
きるものが，万物を同時に造られた。J(Qui vivit in aeternum， creavit omnia simul.l) Eccli. 
XVIII， 1)とをどのように整合的に解釈するか，さらにこの解釈に， r創世記」の「神は，なさ
れていたそのわざを 6日日 2) に完成された。そして，神は，なされていたそのすべてのわざか
ら7日目に休まれた。J(Et consummavit Deus in die sexto opera sua quae fecit: et requievit 
Deus in die septimo ab omnibus operibus suis quae fecit:) Gen. I， 2)と， rヨハネによる
福音書」の「わたしの父はいまにいたるまで働いておられるのだから，わたしも働く。J(Pater 












































このようにして 16日を通じてJ(per sex dies)と「同時にJ(simul)とを整合的に解釈し
たアウグスティーヌスは，これらのうえに，さらに他の 2句の整合的な解釈をお乙なう。かれ










(inchoavit ut quod hic praefixerat causis， post impl巴reteffectis.山)のである。 したがって，





経輸の働きによって導き動かしながら (administratorioactu gubernans et movens'7) 発生進
展させ，人祖の創造を期としてすべての有体的な被造物を現実の完成態へと導いたのちも，な






万物を同時に創造された (primumsimul omnia creavisse)，すなわち，全能なものは，現存す
るものばかりでなく未来において存するであろうものをも造り，それらのなされていたわざか
ら休まれた，だが，それは，ひきつずき経給と指導によって時間と時間的な事物の秩序さえも





上に引用された ((primumsimul omnia creavisse))， (ut administratione atque regimine 
uωret etiam ordines temporum et temporalium))， r創世記逐語解jVI， 10， ll. 17'9)の(((res) 
quae secundum causas simul cr.倒的snon jam simul sed suo quoque tempore creantur ...…》
(同時に創造された原因にしたがって同時にではなくおのおのその時期に達したときに創造さ


















































(DixitフFiat，et facta est.)のなかに見出される 28)0 ((Dixit， Fiat.))のなかにわれわれは，みことば
の生みの親 (Verbigenerator)である第一のペノレソナと神のみことば (VerbiDei)である第二
のペルソナを見出す2へ父である神から生まれ出たこの永遠なみことばのうちには，すべての
被造物の原型が，造られた形相としてではなく永遠不可変な形相 (formaaeterna et incom-
mutabilis) として存在しており 30) とのみ乙とばを介して父である神は世界を創造したので
ある 3ヘ







batio) ["神は〔それ〕を見てよいとされた。J(Vidit Deus quia bonum est.)のうちに見出され
る34)。 ζの句は，神の知識の変化を意味するものではない。神の知識は，われわれが予見する






自分自身の善によって善である。J(Ile bono suo bonus est， non aliunde participato bono.36)) 
神はラ絶対的な善 (bonumsimplex)である。それゆえ，被造物の善は，これを増加し変化させ
るζ とができない3へ神は，その内在的な生命において完全に充忌し，創造から米るあの外的





して造られたのではなく，あなたの善性の充満から造られた。J(quae non ex indigentia fecisti， 
sed ex plenitudine bonitatis tuae.39)) 万物の源である村はラ白分のあり余る善を，白分以外の
ものにも分け与えようと欲したのである。これζそ，スコラ哲学の定式「善は自分自身を拡散
し，伝達するものである。J(Bonum est di妊usivumsui et communicativum.)が示すところの
ものである。この定式が示すと乙ろのものをあの確証 (approbatio)のなかに読みとって，アウ
グステイ{ヌスは Iなぜ造ったか」の聞いに対して次のように答える。すなわち， Iその理由
は， 善である神によって善が創造されたということ以外にはない。J(nec causa melior quam 




するのである。J(quia Deus bonus est， sumus.41J)がそれである。 これは， のちに聖トーマス
が「神学大全」のなかで引用するところのものである 4へこの充満している神の善性は，自分
のあり余る善を自分以外のものにも分け与えようと欲する神の愛であり意志である o :jl!1は，自





























の像のようにそれを造られた。J(Et dixit Deus: Faciamus hominem ad imaginem et simili司
tudinem nostram....... Et fecit Deus hominem， ad imaginem Dei fecit巴um!') Gen. 1， 26， 
27.)と聖書が告げるように，神は自分の三位一体の像に似せて人聞を造った。アウグステイ戸
ヌスは， faciamusの複数が三つのペノレソナを示し， fecit Deusの単数が三つのぺJレソナの一性
(unitas)を示すとして， ここに三位一体の奥義を読みとるのである 4ヘ人聞は三位一体の像で
あって，たんなる三位一体の足跡ではない。朽ち果てる「外面の人J(homo exterior的)一一乙




して霊魂において生じるものなるがゆえに， 有体的な被造物に存する神の忌跡 (vestigiaDei) 
の坪外に出るものではなしやり。 しかし， 日に日に新たにされる「内面の人J(homo interior52) 




もできるという理由によるのである。J(Haec trinitas mentis non propterea Dei est imago， quia 
sui meminit m巴ns，et intelligit ac diligit se; sed quia ρotest etiam meminisse， et intelligere， 
et amare [Deum] a quo facta est:吋
乙の「できるJ(potest)という語に注目しなければならない。人祖の霊魂は， あふれるば
かりの恩寵のうちに，神を記憶し，神を知り，神を愛するように造られた，すなわち，神という
対象をすでに有している現実態としての三位一体の像， ["神の記憶J(memoria Dei)， ["神の知J
(intelligentia Dei)， ["神の愛J(diligentia Dei)として造られたのである。だが，この像はまもな





























ある。J(Ego sum via. Joan. XIV， 6)， I道はすでにさすらいのひとびとに与えられている。」
(Via porrecta est ad peregrinos.60))道ゆく人 (viator)がめいらないように，地の面は豊かな
慰めに満ちあふれている 61)。人は，苦しみながら，慰められながら，永遠の技郷をめざして主
の道を歩まなければならない。
Per Tuas semitas あなたの道によって，
Duc nos quo tendimus， わたしたちが向かうところ，






740 大 出 哲
って，あなたの労を慰めなさい，怠惰を愛してはいけなし、歌いなさい，そして歩みなさい。」
(0 felix ilic Alleluja! 0 secura! 0 sine adversavio! Laborem consolare cantando， pigritiam 
noli amare: canta， et ambula.64)) 
ヒッポの司教のこの勧告に答える人は， あとをたたない。
(三) 「創世記」首章1，2節の解釈
第一lζ問題になるのは， 「はじめにJ(in principio) の字義 (sensuslitteralis) であろう。
「“はじめに，神は天と地を造られた。"(In principio fecit Deus co巴lumet terram.)の句が，
比H命的な意味以外にどのような意味で諮られているかを， すなわち， (a) 時間のはじめに (in
(b)それらがあらゆるものの最初に (pri-principio temporis)という意味で、語られているのか，










たがたはあなたがたの罪のうちに死ぬであろう。J(Nisi credideritis quia ego sum， moriemini 
in peccatis vestris:'))の動詞 sumの主語 egoは「子J(Filius)と解され，補語は「出エジプト
記」のあの有名な神に固有な名称「わたしはあるものである。J(Ego sum qui sum.)が示す唯
ーの存在自体 (unicumipsum esse)と解される問。 さらに， この存在自体は， ヨハネ福音書の
句 「あなたはだれですか。 〔わたしはコはじめである。J(Tu quis es? Principium.)によって
「はじめJ(principium)と解される 6ぺそれで，次の関係が成立する。
子 Filius(みことば Verbum)=存在自体 ipsumesse=はじめ principium
ζの関係によって， 「創世記』 胃頭の (In principio fecit Deus coelum et terram.)) (は
じめに，神は天と地を造られた。) と『ヨハネ福音書」胃頭の (In principio erat Verbum， et 
verbum erat apud Deum， et Deus erat Verbum. Hoc erat in principio apud Deum. Omnia 
per ipsum facta sunt， et sine ipso factum est nihil.) (はじめにみことばがあった，み ζ とば




とを一致させると次のようになる。 ((Coelumet terram fecit Deus in Filio， per quem facta 
sunt omnia.70))) (神は天と地を子において造られた，万物はかれ(子)によって造られた。)この
さい一致の障害になるものは，前置詞 lnとperとの相異であるが，かれは「エフェゾ人への
書簡」を媒介としてこう解決する。《……utostenderet nobis mysterium voluntatis suae se司
cundum bonam voluntatem suam， quam proposuit in i1lo， in dispositione plenitudinis tem-
porum， instaurare omnia in Christo， qua巴 incoelis sunt， et quae in terris， in ipso. Ephes. 
1， 9， 10)) (これは，神が，あらかじめキリストにおいて立てておられた慈悲深いみむねにした
がってそのみむねの奥義をわれわれに示されるためであった，それは，時が満たされるにおよ
んで，天にあるものと地にあるもののいっさいをキリストにおいてかれ〔一つのかしらである
神71つにおいて回復させる〔という奥義〕である。)において， (in ipso))を ((peripsum)) (かれ
によって)と解することができるように， ((Omnia per ipsum facta sunt.))は ((Omniain ipso 
facta sunt.))と解され， (In principio fecit Deus coelum et terram.))は ((perprincipium fecit 
Deus coelum et terram.))と解されうる，と 72)。 ζのように， principiumを Verbumと解する
自分の立場をはっきりと打ち出しておいて，かれはマニ教徒の論駁に向かう。「その可変的な運
動によって時聞が進むところの被造物が何も存在しないところには，時間はまったく存在しえ
ない問。」とするかれにおいては， 1あらゆるものの最初に」という (b)の立場は， 1時間のはじ
めに」という (a)の立場のうちに解消してしまう。そこで、かれは， 1マニ教徒は， (In principio 
fecit Deus coelum et terram.))は神のみことばについて言われたのではない，とおそらく言う
であろう 74)oJと自説に対するマニ教徒の反駁を想定し，かれらの説を (Inprincipio temporis 
fecit Deus coelum et terram.))として導入してくる問。この説に対するかれの論駁はこうであ
る。 ((Faciamushominem ad imaginem et similitudinem nostram; et Fecit Deus hominem 
ad imaginem Dei.76) Gen. 1， 26，27))において， ((faciamus))の複数が三つのぺJレソナを， ((fecit 
Deus))の単数が三つのぺlレソナのー性を示すことはすでに述べられたところである 7九 それ
で， (In principio fecit Deus coelum et terram.))において， もし最も誠実な最も真な信仰が




















っ考えていたのである 80)0 J 










のの向きが変えられ，照明を受けたと解されうる 83)0 Jの条件文が， I最初に造られたあの光は





の霊は水の上をおおい動いていた。J(Terra autem erat invisibilis et incomposita， et tenebrae 
































ったことを， 言表の時聞によって分けえたJ(potuit dividere Scriptura loquendi temporibus， 





ような条件を満足する数として 16J 128Jその他が挙げられるであろうが9ぺ 16はこれらの
うちの最初の数である。J(horum primus senarius est.9勺から最も完全な数である。それゆえ，
1 _. _ ~ 1 
聖書記者は， 6の百である 1，:3である 2，:2である 3にそれぞれ創造のわざを割りふって，
次のように絞述を進めたのである。
?? ?????????? ?














(四) r創世記」首章 3~5 節の解釈一一天使の創造と天使の堕落
アウグステイ戸ヌスは， 6日間の創造の紋述様式から， r光J(lux)が天使であることを導き
出す。まず，創造に関する聖書の絞述様式[ζ眼を向けよう。
1日目の絞述: Dixit Deus， Fiat lux; et facta est lux.99) (神は言われた r光が成れ」
と，そうすると，光が成った。)
2白日の紋述: Dixit Deus， Fiat五rmamentum..… : etsic est factum. Et fecit Deus 
firmamentum ..… 100) (神は言われた， r堅寄が成れJと，そうすると，
そのようになった。神は堅寄を造られた。)
3日目の妓述: Dixit Deus， Congregetur aqua…… et appareat arida. Et factum est 




Dixit Deus， Germinet terra herbam pabuli …・・ Et factum est sic. 
Et produxit terra herbam pabuli.102) (神は言われた， r地は青草を生み出
せよ。」と。そうすると，そのようになった。地は青草を生み出した。)
4白目の妓述: Dixit Deus， Fiant luminaria…… Et factum est sic. Et fecit Deus 
duo luminaria magna……103) (神は言われた， r光るものが成れ」と。そ
うすると，そのようになった。神は二つの大きな光るものを造られた。)
5日目の絞述: Dixit Deus， Educant aquae reptilia animarum vivarum…… Et factum 
est sic. Et fecit Deus …… omne animal reptilium……山)(神は言わ
れた， ["水はうごめく生物を生み出せよ」と。そうすると，そのようにな
った。神はすべてのうごめく生物を造られた。)
6日目の妓述: Dixit Deus， Educat terra…... bestias terrae…・ .Et factum est sic. 
Et fecit Deus bestias terrae .・… 105) (神は言われた， r地は野のけだも
のをいだせよ」と。そうすると，そのようになった。材は野のけだもの
を造られた。)
Dixit Deus， Faciamus hominem ..… Et fecit Deus hominem ... .106) 
(神は言われた， ["われわれは人聞を造ろう」と。神は人聞を造られた。)
ζれらの絞述様式において気がつくことは， 2日以後の銭述は一一人間の創造を除いて一一三







分 ((Etf旦ctumest sic.) は，みことばのうちに存在していた「創造さるべき被造物の根拠」が
ま:的知性的な存在者によって認識されたことを示し，第三の部分 ((Etfecit Deus .・・・》は，被
造物が固有の類において創造されたことを示している叩)0 I光」の創造において上の第二の部
分((Etfactum est sic.) が欠けているのは， I光」が霊的知性的な存在者で、あり，自分の形成
を (conformationemsuam)自分の形成そのものにおいて (inipsa sua conformatione)認識し















固定を受け， その功罪に応じて創造主による賞罰を受けねばならなかった。 ((factaest lux)) 
(光が成った)の句は，創造主の方へと転向することを選んだあの流動的な状態にある霊的な被
造物が，その意志が永遠に創造主に向かつて固定された結果 I光」すなわち聖な天使 (sancti
Angeli)となったことを示し， I神はその光を見てよいとされたJ(Vidit Deus lucem quia bona 
est.11O))という神の確証 (approbatio)は I光」だけが創造主の気にいり山〉，その従順の褒賞と
して「かれらが未来においてけっして軍落しないということについての最も確実な真理を知り





めたのである 1131 すなわち，この瞬間に， 1聖な天使には，かれらの永遠な幸福の確実な知識
が歩みよったJ(sanctis Angelis certa scientia suae sempiternae felicitatis accesserit.11刊ので




れたのである山)0 Corruptio optimi pessima. (最善なものの壊敗は最悪である。)被造物のうち
で最も善な最も優れた存在として造られた天使の一群は， 自分の罪によって (vitioproprio)， 
その優れた本性をそのまま保持しながら， その高い座から落され， 永遠な暗黒 (sempiterna巴
tenebrae)のうちに，すなわち，恩寵から永遠に遮断された状態に置かれたのである。 こ乙に
おいて，聖な天伎の群と積れた天使の群とははっきりと分離され， 1神の国J(civitas Dei) と
Iy也の国J(civitas terrena)の両勢力の原型として対侍する。「ζ うして神は光と聞とを分けられ
た，そして，神は光を昼と名づけ，閤を夜と名づけられた。J(Et divisit Deus inter lucem et 







座天使 (Sedes)，権天使 (Dominationes)，主天使 (Principatus)，能天使 (Pot巴states)の名称を
与えている善い神々に親しく交わることはけっしてできない。悪徳が善徳から，また，悪が善
から遠くへだたるほど， かれらは心の情感によって (animiaffectione)善い神々から速くへだ







「神の創造によって善な思魔。J(diabolus institutione Dei bonus山))
1;思魔は，悪魔である以前には天使であったのであり，善なものであったのである。J(dia-

























sint creati in gratia.)という問いに答えるために引用した「神国論』の個所と，それに関聯の
ある少し前の個所を手がかりとしよう。




Et cum id egit eorum voluntas bona， ut non ad se ipsos， qui minus erant， sed ad illum 
qui summe est， converterentur， eique adhaerentes magis essent， ejusque participatione sapi-
enter beateque viverent; quid aliud ostenditur， nisi v01untatem quamlibet bonam inopem 
fuisse in s010 desiderio remansuram， nisi i1le qui bonam naturam ex nihilo sui capacem 



























































しJ(ab eo quod accepturus erat cecidit.問)，永遠に神から離叛し去って，ふたたび神に転向
しえないほど悪化してしまったのである。
このように，天使の堕落は，かれらの本性の可変性から導き出される。かれらの本性の可
変性以外には， その原因は求められえない。 この原因は， 可変的な善の内部において， 苦ーを
保有しようとする力に対立して善を欠如させようとする。それゆえ，かれほとの原因を causa



















どんなにわずかな存在で、あろうと，存在すること自体は善であるからである 135)0 J 
次に，自由意志の悪用という「悪いわざJ(vitium)によって，天伎の本性がどのような傷
害を受けたかを考察しよう。
「すべての悪いわざは本性を害する。J(Omne vitium naturae nocet.136)) 1悪いわざが存在して









tas laedendi139))を自分の生みの親であるものの可変的壊敗的な本性 (mutabiliscorruptibilisque 
natura)に向けざるをえなくなった。 こうして悪いわざは， 自分の生みの親である天使の善い






















欲しなかった。 i;申は木性の尊厳を絶滅させるほど悪い意志を罰しないJ(Deus nunquam ita 












nihil posset， nisi ab ilo cujus summa potestas est permitter巴tur.凶l) この繋縛によって，か
れらの悲惨はさらに増加する。かれは， r黙示録』第20章の悪魔の繋縛を現代に投影する。投














りにいたるまでの全時間J(totum tempus a primo adventu Christi usqu巴 insaeculi finem.'53)) 
と解される。前者の意味に解されるとき， r黙示録」第 20章の悪魔の繋縛は， r人聞を欺くた
めにかれが暴力や欺繭でなしうるあらゆる試みを，自由になすことが許されないということ」

















ものは実体ではなく，てかえって，神に背いた実体の罰であろう 156)0 J 
神の叡智の照明lこ浴し，永遠な幸福にあげられた天使たちは， r自分が神の本質でないとい
うことJ(non se esse quod Deus est)を認識し，次いで， 自分が創造されたととを感謝して
神の讃美に向かう。 このさいのかれらの自己認識が神の讃芙に比して劣っているという理由
で，前者は「タJ(vespera)と，後者は「朝J(mane)と名づけられる 15へこれが， rこうしてタ
となり朝となって 1日がすぎた。J(Et facta est vespera， et factum est mane dies unus.'58))の
字義である。
乙のようにして，聖な天使たちの讃美によって第 1日が閉じられ，次l乙，神のみことばの
うちにおける「創造さるべき有体的な被造物の根拠J(ratio creandae creaturae corporalis) 
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